
能代市バスケの街づくり推進委員会設置要綱 

平成２３年６月１日 

能代市告示第９０号 

 

（設置） 

第１条 本市のバスケの街づくりを推進するため、能代市バスケの街づくり推進委員

会（以下「推進委員会」という。）を設置する。 

（所掌事項） 

第２条 推進委員会の所掌事項は、次のとおりとする。  

 （１） バスケの街づくりに関する基本計画の策定について市と協働で検討し、そ  

の結果を市長に提言すること。 

 （２） バスケの街づくりに関する基本計画の点検及び推進を市と協働で行うこと。 

（組織及び委員の任期） 

第３条 推進委員会は、委員３０人以内をもって組織する。 

２ 委員は、バスケの街づくりに取り組んでいる者若しくは取り組もうとする者又は

関係団体等の推薦による者のうちから、市長が委嘱する。  

３ 委員の任期は、２年以内とし、再任を妨げない。 

（委員長及び副委員長） 

第４条 推進委員会に委員長及び副委員長を置き、委員の互選によりこれを定める。 

２ 委員長は、推進委員会を代表し、会務を総理する。 

３ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるときは、その職務を代理する。  

（会議） 

第５条 推進委員会の会議は、委員長が招集し、その議長となる。  

（分科会） 

第６条 推進委員会は、必要があるときは、分科会を設けることができる。 

２ 分科会は、委員長の指名する委員をもって構成する。  

３ 分科会に分科会長及び副分科会長を置き、委員の互選によりこれを定める。 

４ 分科会長は、分科会における協議の経過及び結果を推進委員会に報告する。 

５ 副分科会長は、分科会長を補佐し、分科会長に事故があるとき、又は分科会長が

欠けたときは、その職務を代理する。  

（運営グループ会議） 

第７条 推進委員会は、会議の運営に関して協議するため、運営グループ会議を設け

ることができる。 

２ 運営グループ会議は、委員長、副委員長、分科会長及び副分科会長をもって構成

し、委員長が会務を総理する。 



３ 運営グループ会議の会議は、委員長が招集し、その議長となる。  

（費用弁償） 

第８条 委員が会議に出席した場合は、能代市職員等の旅費に関する条例（平成１８

年能代市条例第３８号）第３条第４項及び能代市職員等の旅費に関する規則（平成

１８年能代市規則第４２号）第３条の規定により、費用弁償として旅費を支給する。

この場合における旅費の計算については、同条例第８条第１項第５号に規定する市

長等以外の職員の出張の例に準じて行う。 

   （令８告示１１４・一部改正） 

（庶務） 

第９条 推進委員会の庶務は、企画部市民活力推進課において処理する。 

（その他） 

第１０条 この告示に定めるもののほか必要な事項は、市長が別に定める。 

附 則 

 （施行期日） 

１ この告示は、平成２３年６月１日から施行する。 

 （バスケの街のしろ推進懇談会要綱の廃止） 

２ バスケの街のしろ推進懇談会要綱（平成１８年能代市告示第９号）は、廃止する。 

附 則 

この告示は、平成２４年６月１日から施行する。 

附 則 

この告示は、令和８年６月１７日から施行する。 

 


